
本日のテーマ
｢まちケア｣プロジェクト、はじまる。

ふくい｢まちケア｣プロジェクト事務局
　　　オレンジホームケアクリニック
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ひとりひとりが、がんばってる。
みんなが、つながったら、きっときっと加速する。
医学的に健康な人だけでなく、
あらゆる人がHappyに生活できる、
そんな街を目指して。
みんなが、出会って、知って、つながって。
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シス
テム人

目的と基軸

軸①
つながる

軸②
はぐくむ

軸③
ひろげる

目的①
インフラ作り

目的②
夢と希望

自分の暮らしにあった医療
や介護、その他のサービス
を受けることができる基盤

「こんなのがあったら」と
思うサービスの実現や、
「こんなやり方もあるん
だ」と感じるシステムなど
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つながる
点と点が線になる

知る・見る・気づく
はぐくむ
ひろげる

新しい道を拓く
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■連携に対する課題抽出

■情報提供標準フォーマット作成

■事業所向け窓口

■IT情報共有システム■現状把握と課題抽出

■TV電話システム
■遠距離カンファレンス

■STEP1 在宅医療基本講座

■行政との連携

■栄養士との連携

■病院緩和ケアチームとの情報交換

■臨床心理士との連携

■一般市民向け窓口

■STEP2 専門力強化研修
■STEP3 多職種連携実践研修

■在宅緩和ケア相談

■在宅緩和ケアチーム

■小児ケア相談

■課題抽出

■主治医-副主治医システム

■事例検討会■目標設定

■在宅医療 座談会
■在宅医療推進広報

■地域ケア タウンミーティング■小児ケアを考える会
■相談コールセンター

■遠隔在宅診療

■歯科衛生士との連携
■病院連携室や訪問看護STに対する相互見学・同行

■学生向けセミナー

■病院-在宅 二人主治医制

■教育しあう土壌づくり
■ 自助的な地域づくり

■課題抽出 ■在宅栄養ケアチーム

■在宅医療コーディネート

■小児卒業後支援施設

■学生ボランティア団体支援
■レスパイト支援

■まちづくり
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���医師の連携
地域在宅ケア

相談コールセンター
「まちケア ホットライン」

チーム医療
情報共有

多職種連携 勉強会
「在宅医療 虎の穴」

地域ケア
タウンミーティング

一般市民への
広報活動

新たな枠組み
の形成

他職種との
連携強化

地域の課題抽出
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開催日：平成24年9月5日（水）19:00～
場所：AOSSA６階

福井市地域交流プラザ　研修室601
主催：ふくいまちケアプロジェクト
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「100年後も愛せるまちを目指して」を
テーマに、様々な分野の34名がグループ
に分かれて地域の課題を話し合った

福井市医師会　訪問看護ステーション連絡協議会　福井市薬剤師会
ケアマネふくい　福井県医療社会事業協会　福井市介護サービス事業者連絡会　
福井市役所（都市戦略部コンパクトシティ推進室/福祉保健部/長寿福祉課/福祉保健部　地域福祉課/福祉保健部介護保険課）　

包括支援センター（福井川西/福井南/福井橋南/福井中央/福井北包括）
まちづくり福井株式会社　福井県訪問リハビリテーション研究会

福井県（健康福祉部長寿福祉課在宅ケア推進室）　福井駅前商店街振興組合
福井大学教授 工学博士（福井市都市戦略部　まちづくりアドバイザー）　患者会

主な参加団体
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医療の敷居が高い
仕掛け人の存在

コミュニティーづくり

みんなが楽しく仕事ができる

街作りが加速

信頼できるかかりつけ医との繋がり

空き店舗を利用

世代を超えた交流ができる

田舎のまちづくり→
アジアのまちづくりのモデルになる

車社会で不便

僻地の医療不足

高齢者の力を生かせる場所がない

福井には文化活動を楽しめる場が少ない
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A）今回のタウンミーティングに参加して
　　いかがでしたか？（満足度評価）

参加者全体の平均満足度　3.8
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B）次回のタウンミーティングのご参加に
　　ついてご記入ください（期待度評価）

参加者全体の平均期待度　4.2
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多職種連携 実践研修（IPE）
• Step1  「在宅医療について知ろう！」
• 在宅医療とは？という基本的なレクチャー

• Step2  「在宅における自分たちが発揮すべき専門力とは？」
• 在宅医療を行う上で必要な、職種毎の勉強会
• レクチャー、情報交換、ワークショップ

• Step3  「多職種連携を実現しよう！」
• 多職種が協働してケアを行う、実践的な研修
• ワークショップ、模擬カンファレンスなど

M
S
W

施設
スタ
ッフ

医

師

訪
問
看
護

薬
剤
師

歯
科
医
師

管理
栄養
士

リ
ハ
ビ
リ

ケ
ア
マ
ネ

ヘ
ル
パ
Ⅰ

歯科
衛生
士

福
祉
用
具

訪
問
入
浴

鍼灸
ﾏｯｻ 
-ｼﾞ

Step2.
専門力

Step3.
多職種連携を実現！

Step1.在宅医療について知ろう！
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在宅医療の基礎講義と、専門力強化、そして
多職種連携の実践まで、顔の見える関係構築
を軸に行う勉強会 2012年度開催
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2012/4/14 在宅医療ビギナーズ研修 在宅医療プロフェッショナル大作戦 在宅医療、はじめましょう！ STEP1 84人

2012/5/19 MSW在宅連携研修 行列の出来る在宅相談所 在宅の必要条件とは STEP2 18人

2012/6/30 専門力強化研修 訪問看護師VS薬剤師 専門力を活かした緩和ケア STEP2 41人

2012/7/31 在宅医療と福祉用具を考える会 福祉用具戦隊　テクノエイジャー 在宅医療における多職種連携 STEP2 22人

2012/8/11 多職種連携実践研修 在宅医療プロフェッショナル大作戦 多職種連携で在宅医療は変わる STEP3 59人

2012/9/9 多職種連携実践研修 在宅医療プロフェッショナル大作戦 多職種連携を活かした在宅緩和ケア STEP3 26人

2012/10/21 在宅医療基本講座 在宅の鉄人 在宅医療、はじめましょう！ STEP1 46人

2012/11/17 多職種連携実践研修 在宅医療プロフェッショナル大作戦 多職種連携で在宅医療は変わる STEP3 95人

2012/12/8 専門力強化研修 在宅ナースのお仕事 ひとつ上のスキルを地域で活かそう STEP2 28人

2013/1/20 介護職のための医療基礎知識講習会 ケアしてガッテン 医療と介護の連携を深めよう STEP2 32人

2013/2/24 多職種連携実践研修 在宅医療プロフェッショナル大作戦 高齢者を支える多職種連携 STEP3 未開催

2013/3/13 介護職のための医療基礎知識講習会 ケアしてガッテン 医療と介護の連携を深めよう STEP2 未開催

2013/3/31 日本在宅医学会大会　ワークショップ 行列のできる在宅相談所 多職種連携で在宅医療は変わる STEP3 未開催

12



U[Ya�j�h��QV]H`GkWc�

看護師（施設、病院、
訪問看護）, 109 

ケアマネジャー, 
100 

薬剤師, 54 

介護職員（訪問介護
員、施設介護職
員）, 56 

MSW, 29 

医師（歯科医師含
む）, 29 

福祉用具専門員, 29 
訪問マッサージ, 13 

リハビリ（病院、
施設、訪問リハ
ビリ）, 13 その他（歯科衛生士、

管理栄養士、訪問入
浴、講師など）, 19 

参加者数の内訳（2012年度累計）
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MSWと在宅医療を考える勉強会
「行列のできる在宅相談所」

平成24年5月19日開催

訪問看護師・薬剤師 専門力強化研修
「訪問看護師ＶＳ（アンド）薬剤師」

平成24年6月25日開催

福祉用具専門員 専門力強化研修
「福祉用具戦隊 テクノエイジャー」

平成24年7月31日開催
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在宅の鉄人　平成24年10月21日開催

★具体的であり、教育があり、よく考えてくださった企画だと思いました。
★初心者にはとても分かりやすかったです。
★これまで文字でしか分からなかった退院時カンファレンスがリアルに感じられ
て有意義でした。
★カンファレンスの中でポイントの説明があり分かりやすかった。
★今後も続けて欲しい。また、続けて出席していきたい。
★とても不安な要素があったのですが、カンファレンスを聞くことでとても参考
になりました。
★患者様の生活状況、気持ちを捉えながらのカンファレンスを進めていく方法が
とても学びとなりました。
★退院時に行うカンファレンスそのものだったのですっと入り込めましたし、薬
剤師さんが入るカンファが初めてだったので新鮮に移りました。
★それぞれの立場の質問や回答を聞きながら自分だったら・・・と考えられよ
かったです。
★ミーティングや講義時など劇団式を取り入れた提示の仕方、“鉄人”になるサン
プル提示、有名なテレビのパロディー化、全て素晴らしいです。

参加者コメント
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【テーマ】多職種連携で在宅医療は変わる（第２回） 
【日時】8/11（土） 14：00 ～ 17：00  ※応募締切：8/3(金) 
【対象】訪問医療・介護の専門職で、多職種連携に熱意のある方 
     

【会場】
      （吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3） 

【主催】福井大学医学部地域医療推進講座 
【企画・運営】オレンジホームケアクリニック 

お申込み先：福井大学医学部地域医療推進講座 
（電話）0776-61-8264 （FAX）0776-61-8270 
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※このセミナーは平成 24年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業によって行われています 

在宅医療プロフェッショナル大作戦
平成24年8月11日開催
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